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The Marble Goby Redigobius bikolanus Spawns in the Innermost Tokyo Bay,  
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Abstract: The spawning of marble goby Redigobius bikolanus, of which northern limit of the distribution is Tokyo 
Bay, was confirmed at the innermost Tokyo Bay by using artificial nests set up from 22 May to 25 August 2017 at the 
mooring berth called as a pond in Shinagawa Campus, Tokyo University of Marine Science and Technology. During 
the period, egg-masses spawned on oyster shells in artificial nests were recognized in four days, 22 May and 4,9 and 
25 August. A spawning was confirmed in 14 June in an aquarium, in which three individuals of a pair and one female 
collected from the artificial nest in 9 and 13 June, respectively, had been reared. The mean±SD of the size of eggs was 
1.46±0.025 mm in the major axis and 0.45±0.008 mm in the minor axis (7 individuals). Larvae hatched out in four 
days after the recognition of spawning, the size measured in the following day being 1.95±0.168 mm in body length 
(4 individuals). All the larvae died four days after the recognition of hatching. 
 



















































mm、短径 320 mm、深さ 135 mm のプラスチック製
のカゴに、産卵基質としてマガキの殻（以下、「カ







2017 年 5 月 3 日に人工巣を、繋船場の内側の岸壁に 
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Fig. 1. Artificial nest used for the spawning of the 





2017 年 5 月 22 日と 6 月 9、12、13、15、26 日、7






塩分と水温、溶存酸素濃度（DO）を YSI 社の Pro2030
で記録した。 
5 月 22 日には、採取した卵塊を研究室に持ち帰っ
たところ、すでに孵化がはじまったので仔魚を横幅
300×奥行 180×高さ 240 mm の水槽に収容した。水
槽にはエアレーションを施し、水の交換はしなかっ
た。 
8 月 25 日には、採取した卵塊を 5％のホルマリン
水溶液で固定し、後日、卵数を計数した。 
6 月 9 日に採集したヒナハゼ成魚の雄 1 尾と雌 1
尾、および 6 月 13 日に採集したヒナハゼ成魚の雌 1








量は不明である。また、2 日に 1 回の割合で、飼育
水のほぼ半分を繋船場表面の海水と入れ換えた。飼
育水槽では水温と塩分は計測しなかったが、換水に











 結果  1．水温と塩分、溶存酸素濃度 
 
水温は表層と底層でほとんど差はなかったが、6
月 15 日には 4℃ほど底層の方が高く、8 月 9 日と 25
日には 2℃ほど表層の方が高かった（Fig. 2）。6 月
上旬を境にして前半はやや水温が低く後半は徐々
に高くなったが、表層では 20.0℃（6 月 15 日）から
30.1℃（8 月 5 日）、底層では 22.6℃（6 月 13 日）か
ら 29.1℃（7 月 19 日）の間を変動した。 
Fig. 2. Water temperature, salinity and dissolve oxygen at the 
sampling site, mooring berth of Tokyo University of Marine 
Science and Technology in the innermost Tokyo Bay, shown by 
surface and bottom layers from 22 May to 25 August 2017. The 









（7 月 26 日）と 25.6（6 月 9 日）、底層で 16.6（6
月 13 日）と 25.9（8 月 4 日）であった。 
DO は常に表層の方が底層よりも高かった（Fig. 
2）。しかしその差は採集日によって異なり、最も差
が少ないのは 6 月 9 日の 0.15 mg/L、最も大きいの
は 7 月 19 日の 4.57 mg/L であった。最小値と最大値
は、表層で 1.92 mg/L（6 月 9 日）から 6.95 mg/L（8
月 25日）、底層で 1.29 mg/L（7月 16日）から 4.15 mg/L
（8 月 25 日）であった。 
 2．確認された卵塊 
 
本研究の期間中、5 月 22 日と 6 月 27 日、および





1) 5 月 22 日（月齢 25.6） 
表層（水温、塩分、DO は 23.5℃、21.1、4.21 mg/L）







1 種はヒナハゼでもう 1 種はチチブ属の 1 種（チチ


















4) 8 月 9 日（月齢 16.7） 
底層（27.9℃、22.1、3.06 mg/L）の人工巣のカキ
殻 1個にヒナハゼの卵塊が産み付けられていること
を確認した。雄親が卵を守っていた。5 月 22 日、8
月 4 日と同様に、採集時に多くの仔魚が孵化した。 
 
 




Fig. 4. A marble goby protecting the eggs on the oyster shell in 
4 August 2017. 
 

































卵を確認して 4 日目の 6 月 18 日 11 時 20 分には
じめて仔魚が孵化したことを確認し、翌 6 月 19 日
にはすべての仔魚が孵化していた。ここでは、6 月
18 日を孵化日とする。 
孵化後 1 日目の 6 月 19 日 10 時 30 分の仔魚の平











Fig. 6. Eggs of the marble goby spawned in 14 June 2017. 
 
 





れなかった。孵化後 3 日目の 6 月 21 日には仔魚の
体長は 2.01±0.097 mm（6 個体）となったが、斃死










た（t 検定、P>0.05）。150 個体のうち、2 個体は雌
雄の判別ができなかったが、148 個体中、雄が 58









個体（51.3±4.56 mm）と 14 個体（底層：48.1±5.24 
mm）が採集された。チチブでは逆に表層で採集さ
れたのが 10 個体（56.3±13.5 mm）に対して底層は
23 個体（56.3±10.7 mm）だった。他には、トサカ
ギンポ Omobranchus fasciolatoceps（体長 62 mm）と
ガンテンイシヨウジ Hippichthys penicillus（142 mm）
が表 層で 1 個体ずつ、マ ハゼ Acanthogobius 
flavimanus（3 個体：77.0±1.63 mm）とアカオビシ





人工巣を設置した本研究によって、2017 年 5 月 22
日に得られた 6つの卵塊から孵化した仔魚の一部が
ヒナハゼであったこと（数的にはより多くのチチブ














は東京湾内湾の 7 か所で 1997 年 4 月
から 98 年 3 月にかけて地曳網採集を行っているが、
ヒナハゼは採集されていない。1998 年 9 月に館山湾














も、2003 年 11 月から 2005 年 10 月にかけて、
湾奥の高浜運河や本研究の実施場所である東京海
洋大学繋船場で体長 15.8－29.3 mm の 9 個体を採集
している。したがって、2000 年代のごく初頭にヒナ
ハゼが東京湾の内湾に入り込んできたと考えられ
る。2006 年から 2013 年にかけての多摩川河口域で












5 月から 7 月と 7 月から 9 月
14)
、あるいは宮崎県で




によると長崎県では 5 月末から 8 月とやや長い。本
種の分布の北限にあたる本研究の結果は、長崎県と
同様に 5 月下旬から 8 月下旬にかけての長い期間で





本研究では 6 月と 7 月にはヒナハゼの産卵を確認
できなかった。しかし、水温や塩分、DO といった
環境的には、とくに 6 月と 7 月が 5 月と 8 月に比べ
て異常な値を示す、といったことはなかった。本研
究での産卵の条件（産卵が確認された時の環境の範
囲）は水温が 22.7－28.1℃、塩分が 15－24、DO が
3.06－4.21 mg/L で、月齢は 3.4、11.7、16.7、25.6 で















mm の親魚 10 尾の 1 回に産卵する卵数を 500 から
1,600 個と報告している。卵の大きさは、本研究で
長径 1.46±0.025 mm、短径 0.45±0.008 mm であっ
たが、道津ほか
16)
では 1.0－1.2 mm と 0.40－0.45 mm、













長 1.68 mm に相当する）、野外の採集卵から孵化し
た日齢 1 日の仔魚の全長を 1.9 mm（体長 1.78 mm
に相当）、さらに孵化後 11 日の仔魚が全長 2.2 mm
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Family Species N mean ± SD range N mean ± SD range
Gobiidae Redigobius bikolanus 78 28.7 ± 2.76 20-34 72 29.3 ± 3.10 23-35
Mugilogobius abei 37 30.4 ± 4.65 11-40 6 32.7 ± 1.70 31-36
Tridentiger obscurus 10 56.3 ± 13.5 30-68 23 56.3 ± 10.73 34-76
Tridentiger trigonocephalus 2 40.0 ± 5.00 35-45 1 41
Chaenogobius gulosus 21 51.3 ± 4.56 43-58 14 48.1 ± 5.24 36-55
Acanthogobius flavimanus 0 3 77.0 ± 1.63 75-79
Blenniidae Omobranchus fasciolatoceps 1 62 0
Syngnathidae Hippichthys penicillus 1 142 0
Body length (mm)
Surface site Bottom site
Body length (mm)
Table 1. Number of individuals (N), mean body length±standard deviation (SD) and size range of fishes collected by an artifical nest set up
     at the surface and bottom sites in the mooring berth called as a pond of Shinagawa Campus, Tokyo University of Marine Science and















2017 年 5 月 22 日から 8 月 25 日にかけて、東京海洋大学品川キャンパスの繋船場に設置し
た人工巣を使って明らかにした。調査期間中に 4 日（5 月 22 日と 8 月 4、9、25 日）、人工
巣のカキ殻に卵が産みつけられていることを確認した。6 月 14 日には、水槽に収容した 3
個体（雌 2 個体と雄 1 個体）が産卵し、雄が卵を守っていた。産卵を確認してすぐの卵の
長径と短径の平均±標準偏差（SD）は 1.46±0.025 mm と 0.45±0.008 mm（個体数 7）であ
った。形はいわゆる“こん棒状”で、細くなった方の先端に付着糸があり、反対側のやや
太い方では先端部が少しくびれていた。卵を確認して 4 日目に仔魚が孵化したことを確認
した。孵化後 1 日目の仔魚の平均体長±SD は 1.95±0.168 mm（4 個体）であった。孵化後
4 日目にはすべての仔魚が斃死した。 
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